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＜序論＞  
脳卒中をはじめとした脳損傷により選択的書字障害を来すことが知られており，純粋失書(pure 
agraphia)とよばれ20世紀前半より多くの研究が行われてきた．ところが，パーソナルコンピュー
ターの急速な普及により，書字を行う以上にタイプライティングをおこなう機会が増えてきてお
り，脳損傷によるタイプライティング障害が社会生活に与える影響は書字障害以上に深刻となり
つつある．さらに近年，左前頭葉脳梗塞によりタイピングの選択的障害を呈した症例が“失タイプ
(dystypia)”として本邦から報告され注目されている(Otsuki et al., 2002)． 
脳卒中患者の増加と若年化も相まって，タイピング障害の診断およびリハビリテーションへの
需要は今後高まることが予測されるにもかかわらず，実のところタイピングについての研究はこ
れまで殆どなく，その神経基盤についても明らかになっていない． 
そこで我々は，日本語タイプライティングの神経基盤，および書字中枢との相違を明らかにする
ため，健常被験者を対象に機能的MRI(functional MRI: fMRI)による検討を行った． 
 
＜方法＞  
	 16人のタッチタイピングが可能な健常ボランティア（男性9名，女性7名，年齢23-34歳，平均
年齢 27.8歳，標準偏差 3.1歳）を対象とした．すべての被験者は日本語を母国語とし，発達障害
や神経疾患の既往歴を有していないこと，さらに全例右利きであることを事前に確認した．それ
ぞれの被験者に対し，ブロックデザインの実験パラダイムに基づいて，タイピング課題，書字課
題，読字課題，2つの運動コントロール課題の5つの課題をMRIスキャナ内でランダムに施行し，
その際の神経活動をfMRIを用いて計測した． 
	 タイピング課題では，被験者の眼前に視覚提示した仮名単語を磁性体を全て取り除いたキーボ
ードを用いてタイピングさせ，書字課題では，視覚提示した仮名単語を右示指を用いて空書を行
うよう指示をした．また読字課題では，視覚提示した仮名単語を，手や口を動かさず黙読するよ
う指示をし，タイピングおよび書字の運動コントロール課題では，それぞれの課題と同じ速度・
手指の使用頻度になるようランダムに手指を動かすよう指示をした．各課題は十分な事前練習を
行い，タイピング課題，書字課題，読字課題で用いた単語は，心像性・親密度それぞれ統制し，
さらに比較的使用頻度が少なくキーボードの端に位置する“q, w, z, x, c, v, p, l”を含まず，キー
ボードの左右の文字を均等に含む仮名4-5文字 (alphabet 7-9文字)の110単語を選択し用いた．  
＜結果＞  
	 タイピング課題でタイプされたキーの平均総数は278.1 (SD = 7.20.)回，タイプ正答率は96.34% 
(SD = 4.83%)であり，全被検者でほぼ完璧に課題が遂行されていた．また，タイピング運動課題
では，タイプされたキーの平均総数は419.9 (SD = 86.8)回であり，ある特定キーの繰り返しや実
在する単語や文を入力していた被験者はおらず，ランダムな文字入力が達成されていた．  
SPM8 (http://www.fil.ion.ucl.ac.uk/spm/) による変量効果グループ解析の結果，左上頭頂小葉，
左縁上回，さらにExnerの書字中枢として知られる左運動前野が，タイピング，書字の両課題に共
通する有意な脳賦活領域として得られた．さらに，タイピング課題と書字課題から得られた結果
を直接比較したところ，左頭頂間溝後部内側皮質がタイピング課題でより強く賦活することが明
らかとなった．また，左運動前皮質の賦活は書字に比べてタイピングはより吻側に広がっていた． 
 
＜考察＞  
本研究の結果により，これまで書字中枢として知られていた左上頭頂小葉，左縁上回，左運動
前野は，タイピング中枢としても用いられていることが明らかとなった．さらに左頭頂間溝後部
内側皮質や，左運動前皮質の一部の脳領域は，タイピングにより重要である可能性が示唆された． 
頭頂間溝内側皮質は把握動作や道具使用に関連したon-lineの運動調整を担っているとされ
(Vingerhoets, 2014)，左上中前頭回後部は書記素バッファに関連するとの報告やし(Rapp and 
Dufor, 2011)，その吻側部は空間性注意に関する情報処理を行っているとの報告もある(Simon et 
al., 2002)．タイピングはこうした複数の脳領域が関与する複雑な認知プロセスであり，障害部位
に応じて質の異なる障害が生じる可能性がある． 
これまで，同一被験者群でタイピングと書字における神経基盤を直接比較した報告はなく，本
研究は失タイプの病巣診断や，リハビリテーションへの応用が期待される． 
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